








要約 

ビタミン D は,Ca および P の吸収に関与し,骨成長に重要な働きをしているが,近年我々を

含め多くの施設から母乳栄養の未熟児においてクル病が比較的多く発症し,その発症原因

として P欠乏およびビタミンD欠乏などが考えられると報告されている。今回,母乳栄養の

未熟児クル病の発症に及ぼす影響を観察する目的で,未熟児を出産した母親の母乳中の活

性型ビタミン D濃度を測定したところ,母乳中の 250HD 濃度は,成熟児を出産した母親の母

乳中の 250HD 濃度よりも有意に高値であった。また,受胎後週数で検討したところ受胎後

30～37 週の母乳中の 250HD 濃度は,受胎後 38 週以降の母乳に比し有意に高値であった。

1,25(OH)2D 濃度は,未熟児を出産した母親の母乳の方が成熟児を出産した母親の母乳より

も高い傾向にあった。未熟児の母親の母乳中の1,25(OH)2 D 濃度は受胎後週数が 29 週以前

の母乳中の濃度の方が,38 週以降の母乳中の濃度に比し有意に高値であった。 

一方,血液中のビタミン D濃度と母乳中のビタミンD濃度との間には,有意な相関は認めら

れなかった。以上の成績から,未熟児を出産した母親の母乳中の活性型ビタミンD含量は,

成熟児を出産した母親の母乳中の活性型ビタミン D 含量よりも有意に高値であり,受胎後

30～37週に高値を示すこと,および血液中の濃度と相関がないことから,ビタミンDの母乳

中への移行には,何らかの active な mecha nism があると考えられた。 


